
深谷市農業振興課
2024年12月

深谷グリーンパーク・パティオの
利用者状況・維持管理状況について



１ 利用者状況



パティオ内施設の利用料金と休館日

 R4年6月にプールの利用料金が改定されたが、市民割を適用した場合の料金は据え置きとなっている。

 パティオは毎週火曜日が休館日であるほか、毎年2月に設備点検のため１か月休館している。

 R1～3年度には新型コロナウイルスの流行により利用制限・休館、R4年度には大規模修繕のため3か月休館した。
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研修室料金 1時間当たり 全日

第1研修室 500円 5,000円

第2研修室 200円 2,000円

プール個人料金 新料金 市民割引後 ネギー割引後

区分 一般 小・中学生 一般 小・中学生 一般 小・中学生

【旧】～R4年5月 1,000円 500円 800円 400円

【新】R4年6月～ 2,000円 1,000円 800円 400円 1,400円 700円

プール期間料金 市民 市民以外

区分 一般 中学生 小学生 小・中学生 一般 小・中学生

1年間 30,000円 15,000円 11,000円 40,000円 20,000円

６ヶ月 15,500円 8,000円 20,000円 10,000円

３ヶ月 8,500円 4,500円 12,000円 6,000円

１ヶ月 4,000円 2,000円 6,000円 3,000円

（注）1ヶ月券の販売は2022年9月から

（注）ネギー：深谷市の地域通
貨

休館・利用制
限

施設臨時休館期間 人数制限期間

R1年度 3/3～３/３１

R2年度 4/1～6/16 6/17～3/31

R3年度 4/1～10/31

R4年度 12/1～2/28



指定管理者の自主事業

 プールレッスンやヨガ等のフロアレッスンを定期的に開催している。

 ラウンドフィットネスができるジム（1回200円）や、BBQ・キャンプのプランも提供している。

P3



一般利用者数の推移（年度別）

 R5年度の一般利用者数は約69,000人。

 R4年度に利用料金の改定をしたものの、利用者数はコロナ禍前と同水準まで回復している。
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一般利用者数の推移（月別） P5
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 8月のピーク時には15,000人～30,000人が利用するが、秋～冬にかけては5,000人未満となり、
季節によって利用者数の差が激しい。

R4の12～2月は
プール休館

毎年2月は設備点検
のためプール休館

新型コロナ流行
による臨時休館



会員利用者数の推移（年度別）

 R5年度の会員数は約79,000人。

 R2年度以降増加傾向にあるものの、コロナ禍前よりも少ない。
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会員利用者数の推移（月別）

 休館期間を除き、H30～R1年度は8,000～11,000人、R2年度以降は7,000人前後で推移している。
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平日・休日別利用者数の推移（年度別）

 休日は平日よりも200人程度利用者が多い。
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平日・休日別利用者数の推移（月別）

 ５～９月にかけて、休日と平日の利用者数の差が大きくなっており、それ以外の月では休日と平日の差があま
りない。
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会員数の推移（月別）

 コロナ禍前のH３０・R1年度は、9月をピークとして休館となる2月に最も落ち込む傾向があった。

 R2年度以降は大きな変動はなく、おおむね600～８００人で推移している。
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新規入会と更新数の推移（月別） P11
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7/20～8/31は1か月定期利用券購入
不可・通常プールレッスン休講

 休講・休館のある8月・2月の前後となる、7月・9月・1月・3月に入会・更新数が増える傾向がある。

毎年2月は設備点検
のためプール休館

新型コロナ流行
による臨時休館



新規入会者数の推移

 7月や9月に新規入会者が多く、10月から2月にかけてはいずれの年度も30人以下で減少傾向にある。
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利用階層別（一般・小中学生・小学校未就学児）の利用者数推移

 7～8月の夏休み期間に小・中学生の割合が増加している。
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各種自主事業利用者数の推移 ラウンドフィットネス

 おおむね変動が少ないが、プール施設が休館になる2月（ラウンドフィットネスは利用可）には大幅に減少する。
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各種自主事業利用者数の推移 プール教室

 H30年度では、多いときは約1,700人の利用があったが、R2年度以降は多くて約1,200人と、
総利用者数が減少している。
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毎年7/20～8/31は
通常のプール教室が休講となるが
こども向け短期水泳教室が開講

R4の12～2月は
プール休館

毎年2月は設備点検
のためプール休館

新型コロナ流行
による臨時休館



各種自主事業利用者数の推移 フロア教室

 通年で変動が少なく、各月700人以下で推移している。

 プールが休館になる2月に利用者が増える年度もある。

P16

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単位：人

フロア教室利用者数の月次推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5

毎年2月は設備点検
のためプール休館

新型コロナ流行
による臨時休館



2 維持管理状況



光熱水費（電気＋水道＋ガス）の推移（年度別） P18
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 光熱水費はコロナ禍以降やや増加傾向にあり、中でもガス料金が増加している。



光熱水費の推移（月別）

 R4年度を除き、1月をピークに冬季の光熱水費が高くなっている。
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R4の12～2月は
プール休館

毎年2月は設備点検
のため1か月休館

新型コロナ流行
による臨時休館



電気使用量の推移（月別）

 おおむね100万kWh前後で推移している。
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電気使用量の推移（月別） P21
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 電気使用量は8～12万kWhの間で推移するが、1月をピークとして、2月・3月は減少する傾向がある。

R4の12～2月は
プール休館

12～2月の工事で一度水を
全て抜き、再度温めたことによる

新型コロナ流行
による臨時休館



電気料金の推移（月別） P22
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 電気使用量と同様の傾向であり、年間を通して100～275万円の間で推移している。

使用量の増大によ
り

割引適用

新型コロナ流行
による臨時休館
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水道使用量の推移（年度別）

 水道使用量はおおむね減少傾向である。
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水道使用量の推移（月別）

 プールの繁忙期である8月をピークとして、プールが休館する2月に最も使用量が少なくなる。

 令和3年度以降は年間を通じて6,500㎥以下で推移している。
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新型コロナ流行
による臨時休館



水道料金の推移（月別）

 R3年度以降は年間を通しておおよそ150万円以下で推移している。
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ガス使用量の推移（年度別） P26

12.4 
11 11.3 

13.6 

6 

11 

1.1 

1 1.3 

1.4 

1 

1 

0.2 

0 0.1 

0.2 

0 

0 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

H30 R1 R2 R3 R4 R5

単位：万㎥

ガス使用量の年度推移

ボイラー室 GHP室 厨房室

 冬季休館をしていたR4年度を除いて、年間１２～１５万㎥の使用量である。

 施設全体のガス使用量のうち、ボイラー室での使用量がほとんどを占めている。



ガス料金の推移（年度別） P27
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ボイラー室 GHP室 厨房室 1㎥あたりのガス料金

 ガス使用量はR3年度が約15万㎥、R5年度が11万㎥であるが、料金はR5年度のほうが高い。

 1㎥あたりのガス料金はR2年度以降増加している。



ガス使用量の推移（月別） P28

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単位：㎥

ガス使用量の月次推移

H30 R1 R2 R3 R4 R5

 夏季の使用量は10,000㎥以下（R4・5年度に限れば5,000㎥以下）だが、冬季は夏季の2倍の使用量となり、
ピークとなる1月では20,000㎥～30,000㎥の使用がある。

毎年2月は設備点検
のため1か月休館

R4の12～2月は
プール休館

新型コロナ流行
による臨時休館



ガス料金の推移（月別）

 使用量と比例して、料金も夏季から冬季の特に1月にかけて増加する。

 H30・R1年度と比較して、R3・R5年度の冬季の料金が突出していることから、ガス料金の高騰がうかがえる。
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次亜塩素酸ナトリウム使用量の推移（年度別）

 R3年度以降は15,000ℓ以下で推移している。
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次亜塩素酸ナトリウム使用量の推移（月別）

 プールの繁忙期である8月が使用量のピークとなっている。
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３ 収支状況



支出・収入の推移 P33
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 支出はR2年度以降増加傾向にあり、R5年度は約3.6億円である。

 利用料金等の収入（利用料金収入・自主事業収入）は、支出の半分程度に過ぎず、残りの半分を指定管理料で
賄っている状況である。



支出のうち管理費の推移 P34

 修繕費の変動はあまりないが、光熱水費と維持管理費用は微増している。

 R5年度の光熱水費と維持管理費は、H30年度以降最大となっている。
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指定管理料 改修工事費・設計費・修繕料 備品購入費等 コロナ補填

 市の支出としては指定管理料のほかに、毎年2月の設備等の定期改修による支出を含む改修工事費・設計費・修
繕料がある。

 R4年度には12月から2月にかけて大規模改修を行ったため、改修工事費・設計費・修繕料が増加している。

12～2月にかけて
大規模修繕実施


